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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第163期

第３四半期連結
累計期間

第164期
第３四半期連結

累計期間
第163期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

自　2020年４月１日
至　2020年12月31日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

営業収益 （千円） 18,175,144 16,910,238 23,922,088

経常利益 （千円） 504,770 421,952 549,352

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 315,825 538,336 244,178

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 261,123 57,533 235,586

純資産額 （千円） 17,664,652 19,029,092 17,639,115

総資産額 （千円） 32,680,717 33,551,974 32,323,614

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 41.50 70.61 32.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.4 50.3 51.7

 

回次
第163期

第３四半期連結
会計期間

第164期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　2019年10月１日
至　2019年12月31日

自　2020年10月１日
至　2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 10.56 18.32

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

３．１株当たり四半期（当期）純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、「株式給付

信託（BBT）」制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有している当社株式

を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

４．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、国内物流セグメントにおいて当社の連結子会社であった関汽運輸株式会社を第２四半期

連結会計期間で売却したため、第２四半期連結会計期間末において連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大の影響から段階的な経済活動

の再開等により持ち直しの動きが見られていましたが、感染拡大収束の兆しは見えておらず、依然として厳しい

状況で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループは新型コロナウイルス感染防止のため、集合形式の会議、研修、出張及

び懇親会等の開催の原則禁止の継続、在宅勤務及び時差出勤等を推進し、感染リスクの低減を図りながら営業活

動を維持してまいりました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響による当社グループの業績への影響は避けられないものの、現在進行中の

中期経営計画『Vision2021・新たな発展を目指して』で掲げる、北関東地区の新倉庫や海外倉庫の安定稼働、集

荷強化等による既存事業の拡大・強化、新倉庫建設やASEAN地区への投資等の成長に向けた戦略的投資について

は、進捗の遅れはあるものの、当初の予定どおり取り組んでまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

a.財政状態

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、新設倉庫に係る建設仮勘定の増加等により、前連結会計年度末に比

べ1,228百万円増加し33,551百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、新規借入れにより長期借入金は増加しましたが、短期借入金の返

済による減少、固定負債その他に計上されていた移転補償金を特別利益に振り替えたことによる減少等により前

連結会計年度末に比べ161百万円減少の14,522百万円となり、また、当第３四半期連結会計期間末の純資産は、

子会社の増資による非支配株主持分の増加、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加、為替

換算調整勘定の減少等により前連結会計年度末に比べ1,389百万円増加の19,029百万円となりました。

 

b.経営成績

　当第３四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり荷動きが低迷しました。下

期になりやや回復の兆しも見えましたが、年初からの荷動きの減少が大きく影響し、運送業務等の減少、神戸港

での港湾運送取扱業務の減少、また、第２四半期連結累計期間において連結子会社１社を売却したことによる影

響もあり、営業収益は前年同期を下回る結果となりました。営業利益についても貨物の取扱高の減少が大きく影

響し前年同期を下回り、経常利益についても同様に前年同期を下回る結果となりました。親会社株主に帰属する

四半期純利益については、特別利益に受取補償金を計上したこと等により前年同期を上回りました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は前年同期比7.0％減少の16,910百万円、営業利益は前年同

期比30.0％減少の345百万円、経常利益は前年同期比16.4％減少の421百万円、親会社株主に帰属する四半期純利

益は前年同期比70.5％増加の538百万円となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①国内物流事業

　国内物流事業においては、貨物取扱高の減少により、倉庫業務、運送業務が減少し、神戸港での港湾運送取

扱業務も低調に推移しました。また、第２四半期連結累計期間に連結子会社１社を売却した影響もあり、営業

収益は前年同期を下回りました。セグメント利益についても、貨物の取扱高の減少が大きく影響し前年同期を

下回りました。

　その結果、営業収益は前年同期比6.7％減少の14,678百万円、セグメント利益は前年同期比12.9％減少の905

百万円となりました。
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②国際物流事業

　国際物流事業においては、輸出入貨物の取扱いの減少、海外子会社の業績も低調に推移し、営業収益は前年

同期を下回りました。セグメント損失（当第３四半期連結累計期間、前年同期とも損失）についても貨物量の

減少等により損失が拡大しました。

　その結果、営業収益は前年同期比6.7％減少の1,943百万円、セグメント損失は16百万円（前年同期はセグメ

ント損失６百万円）となりました。

 

　なお、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業並びに太陽光発電の売電事業等のその他事業は、営業収益

は前年同期比7.2％減少の346百万円、セグメント利益は前年同期比2.9％増加の174百万円となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,258,322 8,258,322
（株）東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 8,258,322 8,258,322 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 8,258,322 － 2,108,000 － 1,862,230

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 509,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,747,100 77,471 －

単元未満株式 普通株式 2,222 － －

発行済株式総数  8,258,322 － －

総株主の議決権  － 77,471 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）が含

まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には「株式給付信託（BBT）」の信託財産として、株式会社日本カスト

ディ銀行（信託Ｅ口）が保有する株式120,100株（議決権の数1,201個）が含まれております。

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

川西倉庫株式会社

神戸市兵庫区七宮町１－

４－16
509,000 － 509,000 6.16

計 － 509,000 － 509,000 6.16

（注）「株式給付信託（BBT）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する株式120,100株

については、上記の自己株式等には含まれておりません。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、神陽監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

川西倉庫株式会社(E04317)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,356,201 4,946,812

受取手形及び営業未収入金 3,418,328 3,545,541

その他 551,418 749,718

貸倒引当金 △99 △254

流動資産合計 9,325,849 9,241,818

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,383,066 9,160,328

機械装置及び運搬具（純額） 1,339,313 1,339,252

工具、器具及び備品（純額） 146,124 130,785

土地 6,248,003 6,224,701

リース資産（純額） 836,991 813,049

建設仮勘定 247,500 1,857,720

有形固定資産合計 18,200,999 19,525,837

無形固定資産   

港湾等施設利用権 1,897,534 1,897,534

その他 556,701 587,722

無形固定資産合計 2,454,236 2,485,257

投資その他の資産   

投資有価証券 1,042,038 1,099,282

長期貸付金 3,089 2,643

繰延税金資産 61,315 47,595

退職給付に係る資産 76,627 58,687

差入保証金 759,249 725,988

その他 403,809 368,463

貸倒引当金 △3,600 △3,600

投資その他の資産合計 2,342,529 2,299,061

固定資産合計 22,997,765 24,310,156

資産合計 32,323,614 33,551,974
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,713,851 1,664,211

短期借入金 1,581,800 1,416,600

リース債務 21,830 16,040

未払法人税等 159,334 67,014

賞与引当金 267,907 98,483

役員賞与引当金 1,110 817

その他 489,144 562,121

流動負債合計 4,234,977 3,825,289

固定負債   

長期借入金 7,675,522 8,183,945

リース債務 25,031 45,179

繰延税金負債 34,676 26,049

役員株式給付引当金 76,124 74,931

退職給付に係る負債 1,063,740 1,070,082

その他 1,574,425 1,297,405

固定負債合計 10,449,520 10,697,592

負債合計 14,684,498 14,522,881

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 1,898,242 1,898,242

利益剰余金 12,999,770 13,421,867

自己株式 △586,874 △569,091

株主資本合計 16,419,139 16,859,019

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 277,022 315,619

繰延ヘッジ損益 － △32,688

為替換算調整勘定 △15,742 △286,727

退職給付に係る調整累計額 21,360 12,822

その他の包括利益累計額合計 282,640 9,026

非支配株主持分 937,335 2,161,046

純資産合計 17,639,115 19,029,092

負債純資産合計 32,323,614 33,551,974
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

営業収益 18,175,144 16,910,238

営業原価 15,949,658 14,875,912

営業総利益 2,225,485 2,034,325

販売費及び一般管理費 1,732,372 1,689,020

営業利益 493,113 345,305

営業外収益   

受取利息 8,859 63,997

受取配当金 26,567 24,699

不動産賃貸料 11,292 10,300

その他 13,249 25,094

営業外収益合計 59,968 124,091

営業外費用   

支払利息 48,311 44,631

為替差損 － 2,811

営業外費用合計 48,311 47,443

経常利益 504,770 421,952

特別利益   

固定資産売却益 3,133 7,895

投資有価証券売却益 － 0

ゴルフ会員権売却益 － 263

受取補償金 － 705,692

補助金収入 － 57,651

特別利益合計 3,133 771,503

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 1,908 63,234

投資有価証券売却損 － 379

関係会社株式売却損 － 13,178

営業所閉鎖損失 － 185,443

環境対策費 － 13,528

システム開発中止に伴う損失 － 108,859

事務所移転費用 5,045 2,035

災害による損失 2,168 －

その他 － 5,797

特別損失合計 9,121 392,457

税金等調整前四半期純利益 498,781 800,998

法人税、住民税及び事業税 151,038 246,482

法人税等調整額 53,491 5,043

法人税等合計 204,530 251,525

四半期純利益 294,251 549,472

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△21,573 11,135

親会社株主に帰属する四半期純利益 315,825 538,336
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益 294,251 549,472

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 79,688 38,597

繰延ヘッジ損益 － △489,308

為替換算調整勘定 △106,888 △32,688

退職給付に係る調整額 △5,928 △8,538

その他の包括利益合計 △33,128 △491,938

四半期包括利益 261,123 57,533

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 323,818 264,722

非支配株主に係る四半期包括利益 △62,695 △207,188
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間において、連結子会社であった関汽運輸株式会社の株式を売却したため、第２四半期

連結会計期間末において連結の範囲から除外しております。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、取締役（監査等委員である取締役、社外取締役を除く。）及び執行役員に対する株式報酬制度「株式

給付信託（BBT）」を2016年９月５日より導入しております（以下、「本信託」という。）。

本信託が所有する当社株式は、四半期連結財務諸表の純資産の部において自己株式として表示しており、当該

自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において130,507千円、139千株、当第３四半期連結会計期

間末において112,681千円、120千株であります。

 

（新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

当第３四半期連結累計期間においては、前連結会計年度の会計上の見積りの内容から変更は行っておりませ

ん。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、

次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

減価償却費 709,471千円 800,998千円

のれん償却額 8,799 6,449
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日

定時株主総会

（注）１

普通株式 46,228 6 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

2019年11月８日

取締役会

（注）２

普通株式 46,495 6 2019年９月30日 2019年12月６日 利益剰余金

（注）１．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金581千円が含まれて

おります。

２．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金834千円が含まれて

おります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会

（注）１

普通株式 46,495 6 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

2020年11月９日

取締役会

（注）２

普通株式 69,743 9 2020年９月30日 2020年12月８日 利益剰余金

（注）１．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金834千円が含まれて

おります。

２．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金1,080千円が含まれ

ております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収

益
15,736,267 2,082,852 17,819,120 356,023 18,175,144 － 18,175,144

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 17,434 17,434 △17,434 －

計 15,736,267 2,082,852 17,819,120 373,457 18,192,578 △17,434 18,175,144

セグメント利益又は

損失（△）
1,040,312 △6,029 1,034,283 169,748 1,204,032 △710,919 493,113

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売

電事業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額△710,919千円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△702,644千円及びその他の調整額△8,274千円が含まれております。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収

益
14,678,881 1,943,512 16,622,394 287,844 16,910,238 － 16,910,238

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 58,769 58,769 △58,769 －

計 14,678,881 1,943,512 16,622,394 346,613 16,969,008 △58,769 16,910,238

セグメント利益又は

損失（△）
905,649 △16,732 888,917 174,661 1,063,578 △718,273 345,305

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売

電事業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額△718,273千円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△712,126千円及びその他の調整額△6,146千円が含まれております。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益 41円50銭 70円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 315,825 538,336

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
315,825 538,336

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,609 7,623

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益の算

定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第３四半期連結累計期間

において113千株、当第３四半期連結累計期間において125千株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　2020年11月９日の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　69,743千円

　　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９円00銭

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　　　2020年12月８日

　（注）2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月９日

川西倉庫株式会社

取締役会　御中

 

神陽監査法人

兵庫県神戸市

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 川本　章雄　　印

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 松井　大輔　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川西倉庫株式会

社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川西倉庫株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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